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(ロイヤリティ形態選択における派生技術の計測費用)  (DISCUSSION PAPER No.35)




















































学。主要業績: Iwasa and Odagiri (forthcoming)
"Overseas R&D, Knowledge Sourcing, and Patenting:
An Empirical Study of Japanese R&D Investment in

































































開催期日: 2004年3月22日 (月) 13:00 〜 17:00




















開会挨拶 毛利 衛 (日本科学未来館館長)
「ダーウィンと家族の絆」 ランドル・ケインズ (ダーウィン・トラスト理事)
































・4/2 Dr. W. Buck: 米国ワシントン大学
Dr. S. Collins: 米国ワシントン大学
・4/22 Mr. Alfonso Carcasona: スペインマドリッド商工会議所
・4/23 Dr. Veli-Pekka Saarnivaara: フィンランド技術庁理事長
Mr. Timo Kekkonen: フィンランド技術庁技術局長
Mr. Petri Peltonen: フィンランド技術庁EU及び海外担当
Mr. Jukka Salminiitty: フィンランド大使館参事官
豊島 忠彰: フィンランド大使館顧問
○ 講演会・セミナー
・4/6 斎藤 尚樹: 第３調査研究グループ総括上席研究官
「グローバル化の中での米国における科学技術・イノベーション政策の新展開
〜2004AAAS年次会合の主要トピックスから 〜」
伊藤 裕子: 科学技術動向研究センター主任研究官 (ライフサイエンス・医療ユニット)
「米国における研究者のキャリアパスと個人評価について」
亘理 誠夫: 科学技術動向研究センター特別研究員 (情報通信ユニット)
「ITの米国の動向とNSFとDARPAプロジェクト運営の相違について」
・4/14 五箇 公一: 国立環境研究所 侵入生物研究チーム総合研究官
「侵入生物がもたらす生物多様性攪乱」
・4/20 久間 和生: 三菱電機  先端技術総合研究所長
「新事業構築と産学連携」
・4/22 仁田 周一: 育英工業高等専門学校専攻科、東京農工大学名誉教授
「先端技術を支える企画・標準化の活動/技術 - 世界との比較」
○所内研究成果発表会










・「科学技術動向 2004年4月号」 (4月26日発行) 
 特集 1 感染症研究の現状と方向性 - 分子レベルの感染・発症メカニズムの解明に向けて
-
 ライフサイエンス・医療ユニット 島田 純子
 特集 2 計算機科学の研究動向と日本の課題 - 国際級学術賞から -
 情報通信ユニット 藤井 章博
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